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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

ピクテ・ユーロ最高格付国債
インカム・ファンド 

(毎月決算型) 
愛称：ユーロ・セレクト・インカム 
 
 

運用報告書(全体版) 
 
第252期(決算日2024年７月10日) 第255期(決算日2024年10月10日) 

第253期(決算日2024年８月13日) 第256期(決算日2024年11月11日) 

第254期(決算日2024年９月10日) 第257期(決算日2024年12月10日) 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「ピクテ・ユーロ最高格付国債インカ

ム・ファンド(毎月決算型)」は、2024年12月

10日に第257期の決算を行いましたので、第

252期から第257期までの運用状況をご報告

申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 
2003年６月20日（当初設定日）から無期限
です。 

運 用 方 針 
質の高いユーロ通貨採用国の国債に投資
し、安定的かつより優れた分配金原資の獲
得を目的として運用を行います。 

主要投資対象 

当ファンド 
ピクテ・ユーロ最高格付国債
ファンド・マザーファンド受

益証券 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

質の高いユーロ通貨採用国

の国債 

運 用 方 法 

①マザーファンド受益証券への投資を通
じて、原則として最高格付※のユーロ通
貨採用国の国債に投資し、利金等収益の

確保と売買益の獲得を目指します。 
※最高格付とは、ユーロ通貨採用国内で
の最高格付を意味します。各国の格付

は信用格付業者等が付与した中での
最良の格付を参考とします。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

当ファンド 

①株式への投資は、転換社債

を転換ならびに新株予約
権を行使したものに限り、
株式への実質投資割合は

信託財産の純資産総額の
30％以内とします。 

②外貨建資産への実質投資割

合には制限を設けません。 

マ ザ ー 

フ ァ ン ド 

①株式への投資は、転換社債

を転換ならびに新株予約
権を行使したものに限り、
株式への投資割合は信託

財産の純資産総額の30％
以内とします。 

②外貨建資産への投資割合

には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越
分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 
②収益分配金額は、利子等収益および基準
価額の水準等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、分配対象額が少額の場合
には、分配を行わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分
と同一の運用を行います。 
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○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

228期(2022年７月11日) 5,235 2 △2.0 16,202 △1.8 98.1 － 5,315 

229期(2022年８月10日) 5,366 2 2.5 16,632 2.7 98.0 － 5,415 

230期(2022年９月12日) 5,283 2 △1.5 16,371 △1.6 97.8 － 5,293 

231期(2022年10月11日) 4,982 2 △5.7 15,432 △5.7 97.1 － 4,969 

232期(2022年11月10日) 5,191 2 4.2 16,147 4.6 96.8 － 5,127 

233期(2022年12月12日) 5,215 2 0.5 16,208 0.4 96.4 － 5,100 

234期(2023年１月10日) 4,990 2 △4.3 15,529 △4.2 109.2 △5.1 4,846 

235期(2023年２月10日) 4,976 2 △0.2 15,476 △0.3 96.6 △3.7 4,796 

236期(2023年３月10日) 4,935 2 △0.8 15,368 △0.7 96.0 △2.0 4,725 

237期(2023年４月10日) 5,116 2 3.7 15,989 4.0 95.8 △2.0 4,843 

238期(2023年５月10日) 5,180 2 1.3 16,205 1.3 95.4 △2.1 4,837 

239期(2023年６月12日) 5,214 2 0.7 16,344 0.9 94.9 △2.1 4,809 

240期(2023年７月10日) 5,356 2 2.8 16,797 2.8 98.0 － 4,898 

241期(2023年８月10日) 5,465 2 2.1 17,184 2.3 98.1 － 4,937 

242期(2023年９月11日) 5,410 2 △1.0 17,020 △1.0 97.8 － 4,827 

243期(2023年10月10日) 5,324 2 △1.6 16,791 △1.3 97.5 － 4,708 

244期(2023年11月10日) 5,525 2 3.8 17,448 3.9 96.9 － 4,843 

245期(2023年12月11日) 5,512 2 △0.2 17,435 △0.1 96.7 － 4,780 

246期(2024年１月10日) 5,604 2 1.7 17,743 1.8 97.2 － 4,813 

247期(2024年２月13日) 5,630 2 0.5 17,862 0.7 97.1 － 4,787 

248期(2024年３月11日) 5,667 2 0.7 17,997 0.8 96.6 － 4,738 

249期(2024年４月10日) 5,776 2 2.0 18,379 2.1 96.1 － 4,775 

250期(2024年５月10日) 5,833 2 1.0 18,577 1.1 95.8 － 4,783 

251期(2024年６月10日) 5,836 2 0.1 18,601 0.1 95.6 － 4,742 

252期(2024年７月10日) 6,045 2 3.6 19,317 3.9 98.6 － 4,856 

253期(2024年８月13日) 5,707 2 △5.6 18,278 △5.4 98.4 － 4,550 

254期(2024年９月10日) 5,640 2 △1.1 18,104 △1.0 97.9 － 4,467 

255期(2024年10月10日) 5,787 2 2.6 18,598 2.7 97.4 － 4,565 

256期(2024年11月11日) 5,789 2 0.1 18,628 0.2 97.1 － 4,525 

257期(2024年12月10日) 5,752 2 △0.6 18,538 △0.5 96.8 － 4,459 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」および「債券先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 参考指数は、FTSE EMU国債指数AAAを委託者が円換算し、設定日（2003年６月20日）を10,000として指数化したものです。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第252期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年６月10日 5,836 － 18,601 － 95.6 － 

６月末 6,003 2.9 19,182 3.1 95.7 － 

(期  末)       

2024年７月10日 6,047 3.6 19,317 3.9 98.6 － 

第253期 

(期  首)       

2024年７月10日 6,045 － 19,317 － 98.6 － 

７月末 5,803 △4.0 18,567 △3.9 98.5 － 

(期  末)       

2024年８月13日 5,709 △5.6 18,278 △5.4 98.4 － 

第254期 

(期  首)       

2024年８月13日 5,707 － 18,278 － 98.4 － 

８月末 5,673 △0.6 18,183 △0.5 97.8 － 

(期  末)       

2024年９月10日 5,642 △1.1 18,104 △1.0 97.9 － 

第255期 

(期  首)       

2024年９月10日 5,640 － 18,104 － 97.9 － 

９月末 5,690 0.9 18,271 0.9 97.6 － 

(期  末)       

2024年10月10日 5,789 2.6 18,598 2.7 97.4 － 

第256期 

(期  首)       

2024年10月10日 5,787 － 18,598 － 97.4 － 

10月末 5,866 1.4 18,871 1.5 97.3 － 

(期  末)       

2024年11月11日 5,791 0.1 18,628 0.2 97.1 － 

第257期 

(期  首)       

2024年11月11日 5,789 － 18,628 － 97.1 － 

11月末 5,719 △1.2 18,425 △1.1 97.1 － 

(期  末)       

2024年12月10日 5,754 △0.6 18,538 △0.5 96.8 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」および「債券先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 参考指数は、FTSE EMU国債指数AAAを委託者が円換算し、設定日（2003年６月20日）を10,000として指数化したものです。 
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○当作成期中の運用状況と今後の運用方針 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

当作成期の分配金再投資基準価額※は、1.2％の下落となりました。 
※ 「分配金再投資基準価額」は、購入時手数料等を考慮せず、税引前分配金を再投資した場合の評価額を表します。以下同じ。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2024年６月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、FTSE EMU国債指数AAAを委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

下落↓・円に対してユーロが下落したこと 

上昇↑・実質組入国債の価格が上昇したこと 

上昇↑・実質組入国債からの利金収益 

 

  

基準価額等の推移 
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・ユーロ圏国債市場は、2024年６月には欧州中央銀行（ECB）が利下げを実施したほか、軟調な米経済指標を

受けて米連邦準備制度理事会（FRB）の利下げ観測が強まったことなどから月の前半に上昇（利回りは低下）

しましたが、フランスの政治情勢への懸念などから後半に上昇幅を縮める展開となりました。７月上旬から

９月上旬にかけては、米国の消費者物価の伸び率の鈍化や雇用統計における非農業部門雇用者数の伸びの

減速を受けてFRBの利下げ観測が強まったこと、ユーロ圏などを中心に景気後退への警戒感が強まったこと

などから上昇（利回りは低下）基調となりました。９月中旬から10月末にかけては、市場予想を上回る米経

済指標を受けて過度な景気悪化懸念が後退し、FRBが追加利下げに慎重な姿勢を示したことなどから下落（利

回りは上昇）しました。その後は、米大統領選挙で関税強化などを主張していたトランプ前大統領が当選し

たことでインフレ懸念が強まり、米金利が上昇した流れを受けて軟調に推移する局面もあったものの、ユー

ロ圏の景気悪化懸念などを背景に作成期末にかけて上昇（利回りは低下）に転じました。作成期を通じてみ

れば、ユーロ圏国債市場は上昇（利回りは低下）しました。 

・為替市場では、2024年６月にはECBが利下げを決定したものの追加利下げには慎重との見方が広がったこと、

フランス政治情勢に対する過度な警戒感が後退したことなどから円安・ユーロ高が進行しました。７月から

９月中旬にかけては、日銀の追加利上げや日本の通貨当局による為替介入への警戒感、ユーロ圏の景気悪化

懸念などを背景に円高・ユーロ安が進行しました。９月下旬から10月末にかけては、日本の衆議院議員総選

挙で与党の獲得議席が過半数を下回ったことで政局の不透明感が高まり、日銀が利上げに慎重になるとの

見方などを受けて円安・ユーロ高が進行しました。その後は、日銀金融政策決定会合後の植田総裁の会見を

受けて早期の追加利上げに対する観測が強まったほか、ユーロ圏の景気悪化懸念やECBの利下げ観測、フラ

ンスの政治情勢を巡る不透明感と財政悪化に対する懸念などを受けて、作成期末にかけて円高・ユーロ安が

進行しました。作成期を通じてみれば、円高・ユーロ安が進行しました。 

 

 

当ファンドが主要投資対象とするピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド受益証券への投資

比率を高位に維持してまいりました。 

実質組入外貨建資産については、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

＜マザーファンドの組入状況＞ 

主に最高格付のユーロ通貨採用国の国債に投資を行ってまいりました。 

 

◇国別組入比率 

 
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

組入銘柄は、すべてAAA格相当の格付が付されています。 

 

  

投資環境 

組入状況 
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当作成期中の収益分配は、利子等収益および基準価額の水準等を勘案して決定しました。各決算期の分配金

の計算過程につきましては、10ページをご覧ください。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配金および分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

2024年６月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月10日 

2024年９月11日～ 
2024年10月10日 

2024年10月11日～ 
2024年11月11日 

2024年11月12日～ 
2024年12月10日 

当期分配金 2  2  2  2  2  2  

(対基準価額比率) 0.033％ 0.035％ 0.035％ 0.035％ 0.035％ 0.035％ 

 当期の収益 2  2  2  2  2  2  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 1,014  1,030  1,042  1,060  1,075  1,087  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

ユーロ圏国債市場：ユーロ圏の景況感の悪化が示すように、ユーロ圏経済は期待を下回る回復にとどまって

います。さらに米国のトランプ新政権の政策はユーロ圏経済にとってマイナスに働く可能性もあります。一

方、インフレについては、2024年11月のユーロ圏の消費者物価指数（CPI）（前年同月比）はECBが目標とする

２％は上回ったものの、市場予想とは一致した水準となっています。ECBは、今後の金融政策の運営について

は経済指標などのデータ次第との姿勢を継続していますが、現状を考慮するとECBは利下げを継続するとの見

方が優勢となっており、独10年国債市場の利回りは緩やかに低下するものと想定しています。 

ユーロ・円為替市場：ECBは、今後の金融政策の運営については経済指標などのデータ次第との姿勢を継続

しています。足元では、ユーロ圏の購買担当者指数（PMI）が低下するなど経済の減速を示唆する経済指標の

発表が続いていることから、利下げ観測が一段と高まっています。一方、日銀は緩やかながら金融政策の正常

化に向けた動きを継続するとみられることを受けて日欧金利差の縮小が意識され、緩やかな円高・ユーロ安の

推移になるとみています。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド受益証券への投資を通じて質の高いユーロ通貨採用

国の国債に投資してまいります。 

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行わない方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

ユーロ圏の経済動向を注視しながら、ユーロ通貨採用国の最高格付国債に厳選投資を継続し、安定的なイン

カムゲインの確保と信託財産の成長を目指してまいります。 

外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行わない方針です。  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

項 目 
第252期～第257期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 37  0.634  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.276)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (19)  (0.331)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.028)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.036   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.009)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.007)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.020)  ・その他は、目論見書、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用 
 その他信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 39   0.670    

作成期間の平均基準価額は、5,792円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ

び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.34％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

銘 柄 
第252期～第257期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド 82 190 110,413 255,470 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2024年６月11日～2024年12月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年12月10日現在) 

 

銘 柄 
第251期末 第257期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド 2,038,724 1,928,392 4,438,195 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年12月10日現在) 

項 目 
第257期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド 4,438,195 99.4 

コール・ローン等、その他 28,650 0.6 

投資信託財産総額 4,466,845 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（6,432,887千円）の投資信託財産

総額（6,442,650千円）に対する比率は99.8％です。 

（注） ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンドにおける外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲

値により邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算レートは、1ユーロ=159.91円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第252期末 第253期末 第254期末 第255期末 第256期末 第257期末 

2024年７月10日現在 2024年８月13日現在 2024年９月10日現在 2024年10月10日現在 2024年11月11日現在 2024年12月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 4,866,739,450   4,559,254,998   4,475,267,318   4,573,997,350   4,537,564,333   4,466,845,321   

 コール・ローン等 30,666,586   29,230,380   28,055,312   28,934,734   29,044,819   27,670,045   

 ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド(評価額) 4,832,202,856   4,528,874,538   4,445,491,930   4,542,532,529   4,502,869,427   4,438,195,193   

 未収入金 3,870,000   1,150,000   1,720,000   2,530,000   5,650,000   980,000   

 未収利息 8   80   76   87   87   83   

(B) 負債 10,711,116   8,522,861   7,904,185   8,987,089   12,488,678   7,239,131   

 未払収益分配金 1,606,698   1,594,743   1,584,141   1,577,799   1,563,303   1,550,523   

 未払解約金 3,886,921   1,155,747   1,718,847   2,523,644   5,643,032   985,551   

 未払信託報酬 5,000,110   5,531,866   4,409,490   4,682,087   5,062,255   4,507,107   

 その他未払費用 217,387   240,505   191,707   203,559   220,088   195,950   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,856,028,334   4,550,732,137   4,467,363,133   4,565,010,261   4,525,075,655   4,459,606,190   

 元本 8,033,491,248   7,973,715,784   7,920,709,832   7,888,997,766   7,816,519,975   7,752,619,553   

 次期繰越損益金 △3,177,462,914   △3,422,983,647   △3,453,346,699   △3,323,987,505   △3,291,444,320   △3,293,013,363   

(D) 受益権総口数 8,033,491,248口 7,973,715,784口 7,920,709,832口 7,888,997,766口 7,816,519,975口 7,752,619,553口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,045円 5,707円 5,640円 5,787円 5,789円 5,752円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 当ファンドの第252期首元本額は8,126,390,532円、第252～257期中追加設定元本額は3,526,626円、第252～257期中一部解約元本額は

377,297,605円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第252期0.6045円、第253期0.5707円、第254期0.5640円、第255期0.5787円、第256期0.5789円、第257期0.5752

円です。 

（注） 元本の欠損 

 当作成期末において貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、その差額は3,293,013,363円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

2024年６月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月10日 

2024年９月11日～ 
2024年10月10日 

2024年10月11日～ 
2024年11月11日 

2024年11月12日～ 
2024年12月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 164   920   1,509   1,823   2,119   1,760   

 受取利息 164   920   1,509   1,823   2,119   1,760   

(B) 有価証券売買損益 174,117,463   △  261,795,297   △   46,933,622   121,994,600   8,848,609   △   22,223,055   

 売買益 175,231,601   1,395,858   231,733   122,254,593   9,096,873   455,609   

 売買損 △    1,114,138   △  263,191,155   △   47,165,355   △      259,993   △      248,264   △   22,678,664   

(C) 信託報酬等 △    5,217,497   △    5,772,371   △    4,601,197   △    4,885,646   △    5,282,343   △    4,703,057   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 168,900,130   △  267,566,748   △   51,533,310   117,110,777   3,568,385   △   26,924,352   

(E) 前期繰越損益金 △1,534,057,199   △1,356,533,624   △1,614,804,350   △1,661,161,667   △1,531,362,789   △1,516,620,269   

(F) 追加信託差損益金 △1,810,699,147   △1,797,288,532   △1,785,424,898   △1,778,358,816   △1,762,086,613   △1,747,918,219   

 (配当等相当額) (     97,678,065)  (     96,983,903)  (     96,377,190)  (     96,027,625)  (     95,177,600)  (     94,514,788)  

 (売買損益相当額) (△1,908,377,212)  (△1,894,272,435)  (△1,881,802,088)  (△1,874,386,441)  (△1,857,264,213)  (△1,842,433,007)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,175,856,216   △3,421,388,904   △3,451,762,558   △3,322,409,706   △3,289,881,017   △3,291,462,840   

(H) 収益分配金 △    1,606,698   △    1,594,743   △    1,584,141   △    1,577,799   △    1,563,303   △    1,550,523   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,177,462,914   △3,422,983,647   △3,453,346,699   △3,323,987,505   △3,291,444,320   △3,293,013,363   

 追加信託差損益金 △1,810,699,147   △1,797,288,532   △1,785,424,898   △1,778,358,816   △1,762,086,613   △1,747,918,219   

 (配当等相当額) (     97,679,121)  (     96,984,415)  (     96,377,381)  (     96,028,145)  (     95,178,099)  (     94,515,790)  

 (売買損益相当額) (△1,908,378,268)  (△1,894,272,947)  (△1,881,802,279)  (△1,874,386,961)  (△1,857,264,712)  (△1,842,434,009)  

 分配準備積立金 717,602,641   724,666,952   729,316,925   740,865,752   745,298,033   748,305,130   

 繰越損益金 △2,084,366,408   △2,350,362,067   △2,397,238,726   △2,286,494,441   △2,274,655,740   △2,293,400,274   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 第252期計算期間末における費用控除後の配当等収益（17,127,564円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（97,679,121円）および分配準備積立金（702,081,775円）より分配対象収益は816,888,460円（10,000口当たり1,016円）であ

り、うち1,606,698円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 第253期計算期間末における費用控除後の配当等収益（14,030,266円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（96,984,415円）および分配準備積立金（712,231,429円）より分配対象収益は823,246,110円（10,000口当たり1,032円）であ

り、うち1,594,743円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 第254期計算期間末における費用控除後の配当等収益（11,088,764円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（96,377,381円）および分配準備積立金（719,812,302円）より分配対象収益は827,278,447円（10,000口当たり1,044円）であ

り、うち1,584,141円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 第255期計算期間末における費用控除後の配当等収益（16,082,570円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（96,028,145円）および分配準備積立金（726,360,981円）より分配対象収益は838,471,696円（10,000口当たり1,062円）であ

り、うち1,577,799円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 第256期計算期間末における費用控除後の配当等収益（12,833,652円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（95,178,099円）および分配準備積立金（734,027,684円）より分配対象収益は842,039,435円（10,000口当たり1,077円）であ

り、うち1,563,303円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 第257期計算期間末における費用控除後の配当等収益（10,764,926円）、費用控除後の有価証券等損益額（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（94,515,790円）および分配準備積立金（739,090,727円）より分配対象収益は844,371,443円（10,000口当たり1,089円）であ

り、うち1,550,523円（10,000口当たり2円）を分配金額としております。 

（注） 主要投資対象であるマザーファンドにおいて、信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用 

 当該費用は、ファンドに係る信託報酬のうち委託者が受ける報酬から支弁しております。 
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○分配金のお知らせ  

 第252期 第253期 第254期 第255期 第256期 第257期 

１万口当たり分配金（税込み） 2円 2円 2円 2円 2円 2円 
 
◇分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

 

◇分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

 

◇分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）

となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

 法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

（注） 当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。外貨建資産への投資により外国税

額控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2024年12月10日現在) 

＜ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド＞ 
 下記は、ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド全体(2,797,805千口)の内容です。 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

第257期末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

 ドイツ 25,850 31,693 5,068,181 78.7 － 60.7 18.0 － 

 フランス 2,300 2,792 446,611 6.9 － 6.9 － － 

 オランダ 3,985 4,679 748,376 11.6 － 11.6 － － 

合 計 32,135 39,166 6,263,168 97.3 － 79.3 18.0 － 
 
（注） 邦貨換算金額は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、当ファンドが組入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） －印は組入れがありません。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

  

外国公社債 
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(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

第257期末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

ユーロ ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円  

 ドイツ 国債証券 4.75% DEUTSCHLAND 4.75 10,750 14,110 2,256,402 2040/７/４ 

   6.25% BUNDESREPUB. DEUTS 6.25 8,600 10,350 1,655,222 2030/１/４ 

   6.5% DEUTSCHLAND 6.5 6,500 7,232 1,156,557 2027/７/４ 

 フランス 国債証券 5.75% FRANCE GOVT 5.75 2,300 2,792 446,611 2032/10/25 

 オランダ 国債証券 3.75% NETHERLANDS GOVERN 3.75 3,985 4,679 748,376 2042/１/15 

合 計    6,263,168  
 

（注） 邦貨換算金額は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切り捨てています。 
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ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・ 
マザーファンド 

運用状況のご報告 

第22期（決算日：2024年９月17日） 

（計算期間：2023年９月16日～2024年９月17日） 

 

受益者のみなさまへ 

 

「ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド」は、「ピクテ・ユーロ最高格付国債ファン

ド（３ヵ月決算型）」、「ピクテ・ユーロ最高格付国債インカム・ファンド（毎月決算型）」および「ピク

テ・ユーロ・セレクト・インカム（適格機関投資家専用）」が投資対象とするマザーファンドで、信託財

産の実質的な運用を行っております。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第22期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

●当マザーファンドの仕組みは次の通りです。  

主 な 運 用 方 針 
主としてユーロ参加国の国債に投資することにより、安定的なインカムゲインの確

保とともに信託財産の成長を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 質の高いユーロ通貨採用国の国債 

主 な 投 資 制 限 

株式への投資割合 

…転換社債を転換ならびに新株予約権を行使したものに限り信託財産の純資産総

額の30％以内とします。 

外貨建資産への投資割合 

…制限を設けません。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

18期(2020年９月15日) 21,071 5.6 20,664 5.2 98.0 △0.3 9,898 

19期(2021年９月15日) 21,430 1.7 21,056 1.9 98.4 － 8,782 

20期(2022年９月15日) 20,203 △5.7 19,985 △5.1 98.2 － 7,294 

21期(2023年９月15日) 21,099 4.4 20,800 4.1 98.4 － 6,783 

22期(2024年９月17日) 22,281 5.6 22,011 5.8 98.4 － 6,367 
 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） 参考指数は、FTSE EMU国債指数AAAを委託者が円換算し、設定日（2002年９月25日）を10,000として指数化したものです。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年９月15日 21,099 － 20,800 － 98.4 － 

９月末 20,723 △ 1.8 20,411 △ 1.9 98.2 － 

10月末 21,028 △ 0.3 20,732 △ 0.3 97.6 － 

11月末 22,042 4.5 21,755 4.6 97.7 － 

12月末 22,297 5.7 21,987 5.7 97.8 － 

2024年１月末 22,214 5.3 21,899 5.3 97.4 － 

２月末 22,433 6.3 22,102 6.3 97.1 － 

３月末 22,713 7.6 22,395 7.7 96.8 － 

４月末 23,098 9.5 22,763 9.4 96.5 － 

５月末 23,112 9.5 22,784 9.5 96.0 － 

６月末 23,829 12.9 23,509 13.0 96.1 － 

７月末 23,067 9.3 22,755 9.4 98.9 － 

８月末 22,580 7.0 22,284 7.1 98.2 － 

(期  末)       

2024年９月17日 22,281 5.6 22,011 5.8 98.4 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） 参考指数は、FTSE EMU国債指数AAAを委託者が円換算し、設定日（2002年９月25日）を10,000として指数化したものです。 

 

  

－ 14 －

添付ファンド_9pt_1042549.indd   14 2025/01/22   16:18:18



品 名：90042_150007_022_02_ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド・マザーファンド_1045265.docx 

日 時：2025/1/15 14:23:00 

ページ：2 
 

－ 2 － 

○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

 

当期の基準価額は、5.6％の上昇となりました。 

 

  
※参考指数は期首の基準価額に合わせて指数化しています。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・組入国債からの利金収益 

上昇↑・組入国債の価格が上昇したこと 

下落↓・円に対してユーロが下落したこと 

 

 

・ユーロ圏国債市場は、2023年９月は原油価格上昇に伴うインフレ水準の高止まりへの懸念や、欧州中央銀行

（ECB）や米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げ継続観測、ユーロ圏の一部の国の財政状況への警戒感など

からユーロ国債市場は大幅に下落（利回りは上昇）しました。10月以降12月にかけては、ユーロ圏の物価指

標の鈍化やユーロ圏景気の鈍化傾向を示唆する経済指標を背景に、ECBによる早期利下げ観測が高まったこ

となどから、ユーロ圏国債市場は上昇（利回りは低下）しました。2024年１月以降は、ECB高官からは早期

利下げ転換を支持する発言もみられた一方、引き続き根強い賃金上昇圧力もみられるなか、将来の利下げ

ペースに対する不透明感が意識されたことや、FRBの早期利下げ期待が後退したことなどを材料に、５月に

かけて下落（利回りは上昇）基調の推移が続きました。６月にはECBが利下げを実施したほか、軟調な米経

済指標を受けてFRBの利下げ観測が強まったことなどから月の前半に上昇（利回りは低下）しましたが、フ

ランスの政治情勢への懸念などから後半に上昇幅を縮める展開となりました。７月上旬から期末にかけて

は、米国の消費者物価の伸び率の鈍化や雇用統計における非農業部門雇用者数の伸びの減速を受けてFRBの

利下げ観測が強まったこと、ユーロ圏などを中心に景気後退への警戒感が強まったことなどから上昇（利回

りは低下）基調となりました。 

・為替市場では、2023年９月から11月中旬にかけては、ユーロ圏の経済見通しの悪化や日本の財務省による為

替介入への警戒感などがユーロの重荷になる場面もありましたが、ECBが追加利上げの可能性や政策金利を

基準価額等の推移 

投資環境 
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長期にわたり高水準で維持する姿勢を示したことから、ユーロは対円で上昇しました。12月上旬にかけて

は、ユーロ圏のインフレ圧力が緩和されつつあるとの見方などを背景として、ECBが早期に利下げに転じる

との観測が強まったことなどから、円高・ユーロ安となりました。12月中旬から2024年２月にかけては、ECB

による早期利下げ期待は高まった一方、ECB当局者からそれをけん制するような発言が出るなどユーロに対

しては強弱の材料が入り混じる展開となりましたが、日銀の緩和的な金融政策維持の観測などを受けて、円

安・ユーロ高基調で推移しました。その後は日銀がマイナス金利を解除するとの見方などを受けて、３月上

旬にかけて一時円高・ユーロ安となりました。３月中旬以降は、日銀がマイナス金利政策の解除に踏み切っ

た一方で、政策修正が金融引き締めへの転換ではないことを示したことに加えて、ECBについても利下げを

実施したものの、追加利下げのペースに関しては慎重な姿勢を維持するとの見方が高まったことなどから、

円安・ユーロ高基調が継続しました。７月から期末にかけては、日銀の追加利上げや日本の通貨当局による

為替介入への警戒感、ユーロ圏の景気悪化懸念などを背景に円高・ユーロ安が進行しました。 
 

 

主に最高格付のユーロ通貨採用国の国債に投資を行ってまいりました。 
 

◇国別組入比率    

【期首】  【期末】  

国名 組入比率 

 

国名 組入比率 

ドイツ 80.8％ ドイツ 80.1％ 

オランダ 12.7％ オランダ 11.3％ 

フランス 4.9％ フランス 6.9％  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 

 
組入銘柄は、すべてAAA格相当の格付が付されています。 
 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

ユーロ圏国債市場：ユーロ圏の景況感の悪化が示すように、ユーロ圏経済は期待を下回る回復にとどまって

います。さらに米国のトランプ新政権の政策はユーロ圏経済にとってマイナスに働く可能性もあります。一

方、インフレについては、2024年11月のユーロ圏の消費者物価指数（CPI）（前年同月比）はECBが目標とする

２％は上回ったものの、市場予想とは一致した水準となっています。ECBは、今後の金融政策の運営について

は経済指標などのデータ次第との姿勢を継続していますが、現状を考慮するとECBは利下げを継続するとの見

方が優勢となっており、独10年国債市場の利回りは緩やかに低下するものと想定しています。 

ユーロ・円為替市場：ECBは、今後の金融政策の運営については経済指標などのデータ次第との姿勢を継続

しています。足元では、ユーロ圏の購買担当者景気指数（PMI）が低下するなど経済の減速を示唆する経済指

標の発表が続いていることから、利下げ観測が一段と高まっています。一方、日銀は緩やかながら金融政策の

正常化に向けた動きを継続するとみられることを受けて日欧金利差の縮小が意識され、緩やかな円高・ユーロ

安の推移になるとみています。 
 

（２）投資方針 

ユーロ圏の経済動向を注視しながら、ユーロ通貨採用国の最高格付国債に厳選投資を継続し、安定的なイン

カムゲインの確保と信託財産の成長を目指してまいります。 

外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行わない方針です。   

組入状況 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 4  0.016  (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (4)  (0.016)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  ・その他は、信託事務の処理等に要する諸費用 

 合 計 4   0.016    

期中の平均基準価額は、22,428円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

ユーロ  千ユーロ 千ユーロ 
 ドイツ 国債証券 3,107 5,665 
 フランス 国債証券 2,985 2,291 
 オランダ 国債証券 － 1,105 

 
（注） 金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

公社債 
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○特定資産の価格等の調査 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年９月17日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

 ドイツ 27,050 32,599 5,103,491 80.1 － 44.9 35.2 － 

 フランス 2,300 2,809 439,891 6.9 － 6.9 － － 

 オランダ 3,985 4,596 719,550 11.3 － 11.3 － － 

合 計 33,335 40,005 6,262,933 98.4 － 63.2 35.2 － 
 
（注） 邦貨換算金額は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） －印は組入れがありません。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

ユーロ ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円  

 ドイツ 国債証券 4.75% DEUTSCHLAND 4.75 10,550 13,804 2,161,121 2040/７/４ 

   6.25% BUNDESREPUB. DEUTS 6.25 3,700 4,477 700,874 2030/１/４ 

   6.5% DEUTSCHLAND 6.5 12,800 14,318 2,241,495 2027/７/４ 

 フランス 国債証券 5.75% FRANCE GOVT 5.75 2,300 2,809 439,891 2032/10/25 

 オランダ 国債証券 3.75% NETHERLANDS GOVERN 3.75 3,985 4,596 719,550 2042/１/15 

合 計    6,262,933  
 
（注） 邦貨換算金額は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

外国公社債 
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○投資信託財産の構成 (2024年９月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 6,262,933 98.3 

コール・ローン等、その他 109,415 1.7 

投資信託財産総額 6,372,348 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） 当期末における外貨建純資産（6,365,897千円）の投資信託財産総額（6,372,348千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レー

トは、1ユーロ=156.55円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年９月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,372,348,799   

 コール・ローン等 6,703,690   

 公社債(評価額) 6,262,933,664   

 未収利息 90,227,071   

 前払費用 12,484,247   

 差入委託証拠金 127   

(B) 負債 4,880,000   

 未払解約金 4,880,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,367,468,799   

 元本 2,857,784,068   

 次期繰越損益金 3,509,684,731   

(D) 受益権総口数 2,857,784,068口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,281円 
 
＜注記事項＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 3,215,121,827円

 期中追加設定元本額 1,601,635円

 期中一部解約元本額 358,939,394円

（注） 期末における元本の内訳 

 ピクテ・ユーロ最高格付国債ファンド（３ヵ月決算型） 160,835,269円

 ピクテ・ユーロ最高格付国債インカム・ファンド（毎月決算型） 1,976,584,725円

 ピクテ・ユーロ・セレクト・インカム（適格機関投資家専用） 720,364,074円

 期末元本合計 2,857,784,068円

（注） １口当たり純資産額は2.2281円です。 

○損益の状況 (2023年９月16日～2024年９月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 301,985,216   

 受取利息 301,989,150   

 その他収益金 1,825   

 支払利息 △        5,759   

(B) 有価証券売買損益 82,904,021   

 売買益 137,380,168   

 売買損 △   54,476,147   

(C) 保管費用等 △    1,079,461   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 383,809,776   

(E) 前期繰越損益金 3,568,327,196   

(F) 追加信託差損益金 1,888,365   

(G) 解約差損益金 △  444,340,606   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 3,509,684,731   

 次期繰越損益金(Ｈ) 3,509,684,731   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 
 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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